
（ 26. 8. 1 ）　　　館林市議会だより　（6）

る
婦
人
相
談
員
へ
の
過
去
３
年

間
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
が
51
件
で
、

ス
ト
ー
カ
ー
相
談
は
１
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
被
害
者
へ
の

対
策
は
、
群
馬
県
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
緊
急
一
時
保

護
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
警
察
等
と
も
連
携
を
図
り

対
応
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
児
童
虐
待
の
現
状
と
警

察
・
児
童
相
談
所
等
と
の
連
携

に
よ
る
被
害
者
対
策
に
つ
い
て

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答

こ
ど
も
福
祉
課
に
あ
る

家
庭
児
童
相
談
室
へ
の
過
去
３

年
間
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、

３
９
９
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
方
か
ら
児
童
虐
待
通
報

を
受
け
た
場
合
の
対
応
は
、
家

庭
児
童
相
談
員
２
人
で
訪
問
し
、

24
時
間
以
内
に
そ
の
状
況
及
び

子
ど
も
の
身
体
を
目
視
に
て
虐

待
の
有
無
を
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
行
政
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
く
、
立
入
調
査
や
緊
急
を
要

す
る
ケ
ー
ス
に
は
、
警
察
と
児

童
相
談
所
の
積
極
的
な
介
入
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
保
護
者
が
い
な
い
、
虐

待
、
そ
の
他
の
事
情
な
ど
の
た

め
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童
を

救
う
道
と
し
て
、
児
童
養
護
施

設
と
里
親
制
度
が
あ
り
ま
す
。

里
親
制
度
の
現
状
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

里
親
制
度
は
、
家
庭
的

な
環
境
の
中
で
養
育
を
提
供
す

る
制
度
と
し
て
、
児
童
養
護
施

設
と
と
も
に
児
童
に
対
す
る
保

護
養
育
施
策
で
あ
り
、
本
市
の

登
録
里
親
数
は
５
世
帯
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
里
親

制
度
の
普
及
促
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
啓
発
活
動
や
里
親
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問
本
市
農
業
の
六
次
産
業

化
の
現
状
と
農
地
の
集
約
化
に

つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答

ボ
イ
セ
ン
ベ
リ
ー
や
ア

ロ
マ
レ
ッ
ド
ニ
ン
ジ
ン
は
、
既

に
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
等
に
商
品

化
さ
れ
て
お
り
、
イ
チ
ゴ
の
群

馬
県
育
成
品
種
や
よ
い
ひ
め
も

活
用
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
の
集
約
化
に
つ
い
て
は
、

農
地
面
積
の
26
・
１
％
に
当
た

る
６
５
７
・
２
ha
に
利
用
権
が

設
定
さ
れ
、
認
定
農
業
者
等
に

農
地
が
集
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

質
問
ス
ト
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
な

ど
の
被
害
者
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答

本
市
の
ス
ト
ー
カ
ー
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
人
権
侵
害
の
状
況

と
し
て
は
、
保
健
福
祉
部
に
あ

多
田
　
善
洋 

議
員

農
業
の
六
次
産
業
化
と
集
約
化
、

虐
待
等
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

観
光
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
、
県
か
ら
市
に
移
管
さ
れ

た
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
有
料
入

園
者
の
数
や
、
観
光
消
費
額
算

定
に
関
し
て
、
飲
食
費
、
交
通

費
、
入
場
観
覧
費
、
土
産
買
物

費
を
項
目
別
に
分
け
て
、
観
光

政
策
を
個
別
に
打
ち
出
せ
な
い

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答

館
林
市
に
お
い
て
は
、

約
１
８
０
０
人
の
方
が
認
知
症

高
齢
者
と
推
計
さ
れ
、
行
方
不

明
者
は
、
館
林
警
察
署
管
内
で

56
人
、
そ
の
う
ち
10
人
が
認
知
症
、

ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
方
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
配

置
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

養
成
講
座
を
開
き
、
２
千
人
近

く
の
方
が
受
講
し
て
お
り
ま
す
。

　

有
料
入
園
者
数
は
13
万
３
２

５
人
で
、
観
光
消
費
額
に
つ
い

て
は
、
日
帰
り
単
価
が
２
千
円
、

宿
泊
が
１
万
円
で
算
定
し
て
お

り
、
項
目
別
算
定
は
非
常
に
難

し
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

要
望
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

は
、身
元
不
明
者
を
絶
対
に
当
市

か
ら
出
さ
な
い
決
意
で
、
徘
徊
・

見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
の
努
力
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
観
光
消
費
額
の
算

定
に
つ
い
て
は
、
麺
―
１
や
グ
ル

メ
総
選
挙
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

当
市
ら
し
い
土
産
品
等
の
開
発

な
ど
、
直
接
的
、
間
接
的
な
経
済

効
果
を
計
る
と
と
も
に
、
飲
食
費
、

交
通
費
等
の
項
目
毎
に
特
化
し
た

観
光
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
旧
温
室
に

設
置
す
る
売
店
や
フ
ー
ド
コ
ー

ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

質
問
テ
レ
ビ
報
道
に
よ
り
、

館
林
市
で
保
護
さ
れ
た
認
知
症

の
方
の
身
元
が
判
明
し
ま
し
た

が
、
市
長
の
二
回
の
新
聞
報
道

で
は
、
返
還
分
負
担
の
方
針
や

身
元
判
明
後
の
金
銭
負
担
の
ル

ー
ル
づ
く
り
だ
け
で
し
た
。

　

全
国
に
は
、
認
知
症
高
齢
者

は
約
４
４
０
万
人
お
り
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
そ
の
15
％
を

占
め
、
約
２
万
４
千
人
の
高
齢

者
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
当
市
か

ら
身
元
不
明
者
を
決
し
て
出
さ

な
い
対
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
当
市
の
認
知
症
患
者
の
現

状
や
、認
知
症
対
策
で
あ
る「
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
の
中
の
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
の
配
置
及

び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
状
況

斉
藤
　
貢
一 

議
員

認
知
症
対
策
と
観
光
政
策
に
つ
い
て


